
文教警察委員会会議記録

文教警察委員長 元吉 俊博

１ 日 時

平成２９年９月２７日（水） 午前１０時１１分から

午前１０時２５分まで

２ 場 所

第２委員会室

３ 出席した委員の氏名

元吉俊博、吉冨英三郎、森誠一、鴛海豊、阿部英仁、藤田正道、馬場林

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

教育長 工藤利明 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第１０３号議案のうち本委員会関係部分については可決すべきものと、全会一致をもっ

て決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 主任 木付浩介

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



文教警察委員会次第

日時：平成２９年９月２７日（水）本会議休憩中

場所：第２委員会室

１ 開 会

２ 教育委員会関係

（１）付託案件の審査

第１０３号議案 平成２９年度大分県一般会計補正予算（第５号）

（本委員会関係部分）

（２）その他

３ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

元吉委員長 ただ今から、文教警察委員会を

開きたいと思います。

本日審査いただく案件は、先ほど付託を受

けました台風第１８号に関する補正予算議案

であります。

各常任委員会の終了後、本会議を再開し採

決まで行うとのことでありますので、円滑な

進行に御協力願います。

それでは、これより教育委員会関係の審査

を行います。

第１０３号議案平成２９年度大分県一般会

計補正予算（第５号）のうち、教育委員会関

係部分について、執行部の説明を求めます。

工藤教育長 本日の委員会では、先ほど知事

が追加提案いたしました台風第１８号に係る

補正予算の議案について御説明いたします。

まず、被害の状況について、２０日の委員会

以降に把握したものを御説明し、その後に補

正予算について御説明いたします。

それぞれの事項は担当課長から説明いたし

ます。

どうぞよろしくお願いいたします。

能見教育改革・企画課長 まず、今回の台風

第１８号で被害を受けた県内全体の状況につ

いて御説明いたします。

お手元の説明資料の１ページをお開きくだ

さい。

１の人的被害につきましては、豊後大野市

の方１名がお亡くなりになっております。改

めて御冥福をお祈り申し上げるとともに、負

傷された５名の方を始め、被災された皆さん

にも心からお見舞い申し上げます。

２の建物被害につきましては、現在調査を

進めている住家被害が、昨日９時現在で、全

壊２棟、一部破損１８棟、床上浸水１，４８

９棟など合わせて３，４０３棟となっており

ます。

３の避難者等の状況ですけれども、今もな

お、佐伯市、津久見市の３か所の避難所で１

２世帯１６人の方が避難されております。

４のライフライン被害につきましては、津

久見市の保戸島と四浦東地区の約５００世帯

で断水が続いております。

２ページを御覧ください。

５の社会インフラ等被害につきましては、

道路被害は２８９か所、河川被害は３２３か

所、土砂災害は３５か所に上っております。

続いて、資料３ページを御覧ください。

教育関係の被害状況と教育庁の主な対応状

況について御説明申し上げます。

資料中ほどの２の教育施設、文化財等の被

害状況について御説明します。

学校施設では１件追加となり４４件の被害

が確認されております。詳細は５ページから

７ページにございます。追加したものは７ペ

ージ上段の県立三重総合高校久住校で、作物

畜産実験室のシャッターが破損する被害が確

認されております。また、その他の学校施設

として、津久見市、佐伯市の教職員住宅で床

下浸水等の被害が発生しております。

社会教育施設等では追加はございません。

文化財では１件追加となり、１３件の被害

が確認されております。詳細は１０ページに

ございます。追加したものは、②国登録文化

財の沈堕の滝で、雌滝の岩体上部の一部が崩

落する被害が確認されております。

それでは４ページにお戻りください。

３の学校の休校等の状況について御説明し

ます。

先週１９日から２１日までは、津久見市内

の小・中・高校で臨時休校とする学校がござ

いましたけれども、今週に入り、始業時間を

繰り下げている津久見高校を除き、全ての学

校で通常授業を再開しております。

なお、ＪＲ線運転見合わせの影響を受け、

佐伯鶴城高校や佐伯豊南高校でも、正規の始



- 2 -

業時間に間に合わない生徒がいることから、

清掃時間を朝に設定するなど、校時を入れ替

えて対応しております。

ＪＲ九州には１９日から不通区間で代行バ

スを運行していただいておりますが、生徒が

始業時間に間に合わない事態の発生を受けて

増便等の要請を行ってきております。豊肥本

線で不通となっている中判田－三重町間が１

０月２日、月曜日に復旧見込みと聞いており、

不通区間の解消に伴い、通学の環境も徐々に

改善されてきておりますが、日々の状況把握

を行う中で、引き続き企画振興部と連携を密

に、ＪＲ九州に対応を要請してまいります。

４ページ中ほどの、３その他被害としまし

て、先日大分銀行ドームのエレベーター４基

に浸水被害が発生した旨、御報告したところ

ですが、２３日には２基が復旧し、残る２基

は部品交換など、復旧に向けて鋭意作業中と

なっております。

次に４の県教育庁の主な対応につきまして

は、児童生徒の心のケアとして、県臨床心理

士会と連携し、関係市教委・県立学校の要請

に応じて、いつでもスクールカウンセラーの

緊急派遣を行えるよう態勢を整えております。

また、この間、津久見市の上水道が水質の

問題から飲用に適さない状況にあったことか

ら、生活環境部と連携し、市内小中学校分を

含め飲料水を２リットルペットボトル１，２

００本、別府、由布両市から供与いただいた

ものを津久見高校に運び込んでいただき、２

５日、月曜日にはその中から２００本余り、

本日も追加で１５０本を保戸島小・中学校に

直接配送しているところでございます。

津久見市内の学校再開に当たっては、先週、

大分教育事務所の職員が浸水被害を受けた学

校の消毒作業等の援助に入っておりますが、

引き続き市教委の活動支援を行うため２５日

から職員１名を派遣しております。

引き続き被害状況の把握と支援に努めてま

いります。

森﨑教育財務課長 追加議案書（大分県議会

定例会議案）の１ページをお開きください。

第１０３号議案平成２９年度大分県一般会

計補正予算（第５号）の教育委員会所管分に

ついて、御説明いたします。

説明は、別にお手元に配付しております文

教警察委員会説明資料でいたします。１１ペ

ージをお開きください。

表の一番下、二重線で囲んでおりますが、

教育委員会の補正予算額は、右から２列目の

欄にございますとおり２億７，４３５万３千

円の増額です。

今般の台風第１８号で被災した学校施設及

び文化財の復旧に要する経費を追加で補正す

るものでございます。

補正に当たりましては、被害の全容が判明

していない段階ではありますが、被災箇所の

復旧を１日でも早く進め、生徒たちの学校生

活の安全・安心などを速やかに確保できるよ

う、今把握している被害状況とこれまでの被

災経験を踏まえ、必要と考える対策を可能な

限り盛り込んだものとなっております。

この結果、補正後の予算総額は、その右の

欄にありますように１，１４４億２９７万５

千円となります。

個別事業の説明については、次の１２ペー

ジの平成２９年度一般会計９月補正予算案の

概要で説明いたしますので、そちらを御覧く

ださい。

まず、１番、県立学校施設災害復旧事業２

億６，９１０万３千円です。

これは、被災した津久見高校及び佐伯鶴城

高校の復旧を行うものです。

次に２番、文化財保存事業費補助事業５２

５万円の増額です。

これは、被災した県指定文化財臼杵城跡及

び国東市にあります石立山岩戸寺の復旧を行

う市町村等に対して助成するものです。

元吉委員長 以上で説明は終わりました。

質疑、御意見はありませんか。

藤田委員 ＪＲのバスによる代行輸送で、朝

の時間帯にバスに乗れない生徒がいたという

報道もあるんですけれども、現状、バスを利

用して通学している生徒が、津久見高校、佐
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伯鶴城高校で何人ぐらいおられるのか。

姫野高校教育課長 現在、津久見高校のバス

の利用者が下り――大分、臼杵の方から乗る

生徒が３６０名、逆向きが１７名、佐伯鶴城

高校につきましては同じく大分、臼杵の方か

らバスに乗る生徒が４７名、逆向きが１２名

という状況でございます。

藤田委員 逆に佐伯方面から津久見高校に通

っている生徒というのは。

姫野高校教育課長 臼杵高校には７４名。

藤田委員 佐伯方面から津久見高校に通って

いる生徒は。

姫野高校教育課長 それは１７名です。

藤田委員 臼杵から津久見に３６０名という

ことなんですけれども、これは通常のバス輸

送ではもう限界がありますよね。どうなんで

しょう。

補正予算で、例えば、ＪＲと教育委員会で

折半をして、朝の時間帯に高校に直接乗り入

れるような代行バスの運行はできないんです

かね。

姫野高校教育課長 現状は、津久見高校３６

０名を、学年でバスを二つに分けて対応して

いるところでございます。なおかつ始業を９

時に繰り下げて教育活動を行うことで対応し

ているというような状況です。

藤田委員 今後長期化するということと、ち

ょうど高校入試、大学受験という時期と重な

っているのも考えると、できるだけ利便性を

考えてあげる必要があるかなと思いますので、

今後の状況を見ながら、是非そうした対応も

御検討いただきたいと思います。

能見教育改革・企画課長 ＪＲの対応状況で

すけれども、企画振興部経由で伺っている話

では、来週には豊肥本線が復旧いたしますの

で、今、豊肥本線で走らせている代行バスを

日豊本線に回せると。そうなるとだいぶ改善

されるのかなという話も伺っておりますし、

それまでの間も、県外のバス会社からの調達

も含めて対応いただいているということを聞

いていますので、状況を注視していきたいと

考えております。

元吉委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決いたします。

本案のうち本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに、

御異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

元吉委員長 御異議がないので、本案のうち

本委員会関係部分については、原案のとおり

可決すべきものと決定いたしました。

以上で、付託議案の審査を終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 別にないようですので、これで

教育委員会関係の審査を終わりたいと思いま

す。

執行部はお疲れさまでした。

〔教育委員会退室〕

元吉委員長 委員の皆さんから、この際何か

ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 ほかになければ委員会を閉じた

いと思います。

各常任委員会が終了したら、本会議を再開

するとのことですのでアナウンスがあり次第、

また議場にお集まりください。


